
【法的根拠】 【学校教育目標】 【児童の実態】

日本国憲法 心身ともに健康で、自立と自立のための強い意志と 子どもらしく素直で明るい反面、多様な人と

教育基本法 向上心をもち、自らよりよい成長を目指す。 関わる経験が少なく、関わり方が未熟で

学校教育法 ものごとを正しく見つめ、正しい判断と行動のできる 場や相手に応じて対応する力が不足している。

主体性を身に付ける。 【地域・保護者・教師の願い】

「豊かに」 豊かな心情や創造性を高める。互いに尊重し合い、 平和を願う心を培い、平和な未来を担う

思いやりの心をもち、共生社会の担い手となる。 力をもつ子どもを育成したい。

　　　○命の尊さを理解し、人間尊重の精神を日常生活に生かし、互いを大切にする態度を育てる。

　　　○平和の大切さを理解するとともに、世界の平和を実現しようとする態度を育てる。

「うれしいことば」 「ちいちゃんおかげおくり」 「一つの花」 「平和のとりでを築く」

「手のひらを太陽に」

「戦争と国民生活」

「世界の中の日本」

「日本の歌を楽しもう」 「日本の歌を楽しもう」 「日本の音楽の親しもう」 「日本の音楽の親しもう」 「日本と世界の音楽の親しもう」 「日本と世界の音楽の親しもう」

ナイチンゲール きれいな羽 ホームでのできごと 美徳を守る人 心の宝物

新幹線で

平和教育の目標

低学年 高学年中学年

　自然や生命に対する関心を培い、健康・命・平和を大切にしようとする心情を育てる。

中　学　年

      ○互いのよさに気付き
         思いやりの気持ちをもつ。

　

低　学　年

○命の大切さを知り
　　友達と仲良くする。

高　学　年

　　　　　　　　戦争や平和をテーマにした作品等に触れ、自分の気持ちを表現したり、
　　　　　　　　友達の気持ちを受けとめたりする力を育てる。

平和教育で育てたい力と具体的取組・活動

○平和の大切さ、生命尊重について
   知り、実行できる態度・意欲もつ。

○学び合いを通して互いを
   高め合う態度を育てる。

巡回平和展の活用　　　・　　　久松しぐさの充実　　・　　アスリート等による講演会の活用

音
楽

　オリンピック・パラリンピックの精神を学ぶことを通して、
　スポーツマンシップ・人権・平和な世界について考える。

　学習・生活を通して、多くの人に関わり、
　自他の違いに気付く。
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人権教育 国際教育健康教育 福祉教育 オリンピック・パラリンピック教育

平和教育全体計画
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　　　　　　生命の尊さ、人々の住みよい暮らしへの努力、自分たちの住む地域のよさを受け止める力を育てる。

「強く」　

「正しく」

学習指導要領

　

○違いを認め合い、共生社会を目指す態度（小集団活動の充実・コミュニケーション能力の向上・久松しぐさの定着など）
○平和な社会を築いていける資質（健康・命・平和への思いとそれらに関する知識の習得・活用）

音
楽

  スカイプを活用して外国と交流する学習を
  して人権・平和について考える。

音
楽

　小集団活動（２～４名）により全教育活動を通して互いのよさを認め高め合う。
　また、コミュニケーションの機会を多くすることで、思いやりの　心を育てる。

　　　　　　　体験を通して生命の尊さに気付いたり、作品の中の
　　　　　　　登場人物の気持ちを受け止めたりする感性を育てる。
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